
令和８年９月１６日  

 

那須烏山市議会議長 相 馬 正 典  様 

 

経済建設常任委員会委員長 堀 江 清 一   

 

決算審査結果報告書 

 

 本委員会に令和８年９月７日に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したの

で、那須烏山市議会会議規則（平成１７年１０月那須烏山市議会規則第１号）第１０９条

の規定により報告します。 

 

１ 審査期日 令和８年９月８日（火）及び９日（水） 

 

２ 審査場所 那須烏山市役所 南那須庁舎 議員控室 

 

３ 出席委員 小室悟、佐々木豊、髙木洋一、堀江清一、青木敏久 

 

４ 説明のための出席者 

  農政課長 小口正一、商工観光課長 高野成彰、建設課 菊池章夫、都市整備課 松

鳥和行、上下水道課長 石嶋賢一、他関係職員 

 

５ 審査事項 

本委員会の所管する農政課、商工観光課、建設課、都市整備課、上下水道課及び農業

委員会の令和７年度那須烏山市の一般会計、水道事業会計及び下水道事業会計の歳入歳出

決算 

 

６ 審査結果 

  本委員会が付託を受けた一般会計、水道事業会計及び下水道事業会計の決算について

は、全会一致で原案のとおり認定すべきものと決定いたしました。ただし、次のことに

ついて要望し、意見を付することとします。 

農政課 

・園芸振興対策事業費補助金及び多面的機能支払交付金等について、生産者にとって有

利な制度であるため、さらなる周知に努め、新規に限らない担い手育成や確保のため

支援体制の充実を図ると共に遊休農地の解消に努められたい。 

・八溝そばや中山かぼちゃなどの特産品について、それらを活用した体験活動やイベン

トの事業拡大により関係人口の創出を図ると共に、新たな農産品の発掘に向け、なす



からブランド認証に向けて商工観光課と十分に連携し、付加価値を伴った地域ブラン

ド力の向上や魅力発信に努められたい。 

商工観光課 

・なすからブランドについて、認証後の効果を継続的に検証すると共に、認証品のＰＲ

を図るほか農産品等の新規認証に向けて関係課と連携を強化し、市の魅力発信や産業

振興に努められたい。 

・創業者支援事業について、地域活性化のため魅力ある事業に展開する可能性があるこ

とから、那須烏山商工会との連携を強化し、チャレンジショップ那須烏山「ここカラ」

を中心に、創業までの支援で終わることなく、創業後の相談等はもちろんのこと、伴

走支援の更なる強化を図り、創業者に対し寄り添った支援が充実するよう努められた

い。 

建設課 

・市道等の維持管理について、今後、支障木を含め市道等の維持管理が難しくなること

が予想されることから、関係課や地域活動団体と連携を強化し、市民生活の利便性及

び安全性の向上を図るため、より道路維持に重点を置くなど道路環境の適正な確保に

努められたい。 

・市空家等対策計画について、次期計画策定にあたっては、空き家等実態調査の結果を

踏まえ、国の空き家対策総合支援事業を積極的・効果的に活用することにより、空き

家等情報バンクをさらに充実させ、また、民間活力も視野に入れた空き家対策の推進

に努められたい。 

都市整備課 

・烏山駅周辺地区整備事業について、今後の展開における本市の最重要案件となること

から、市民に対して、適切な時期に十分かつ丁寧な説明と情報提供を行うと共に、市

民の意見等を踏まえ事業展開されるよう努められたい。 

 ・防災集団移転促進事業について、事業計画の国土交通大臣の同意を受けたことから、

更にスピード感をもって事業展開が図れるよう、引き続き対象となる市民に寄り添っ

た丁寧な対応により、迅速かつ着実に事業計画の実施に努められたい。 

上下水道課 

・水道事業の有収率について、衛星技術を活用した漏水調査の結果、改善効果は限定的

であったことから、新たな視点として、配水池に設置された流量計の老朽化による精

度の低下の可能性を調査するとのことだが、さらに、先進事例を研究し、本市に合っ

た有収率対策を検討され、有収率の向上に努められたい。 

 ・浄化槽整備の普及率について、その向上対策として補助事業を見直したことは評価で

きる。下水道事業については、水洗化率向上のため現行の補助事業を含め再考すると

共に、戸別訪問等を粘り強く実施するなど、環境保全や公平性の観点からも下水道接

続の必要性を伝える工夫を検討され、水洗化率の向上に努められたい。 


